
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
、

十

月
二
十
三
日
か
ら
一
週
間
、
県

下
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

寒
く
な
る
と
、
 一
般
家
庭
で

は
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
こ
た
つ
な
 

ど
の
暖
房
器
具
の
使
用
が
ふ
え

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
暖
房
器
具

が
原
因
の
火
災
が
多
く
な
り
ま

す
。
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
 

合
で
は
期
間
中
、
独
居
老
人
家

庭
の
合
同
査
察
や
ビ

ル
火
災
の

避
難

・
救
助
、
油
火
災
の
消
火

訓
練
等
を
行
な
い
、

防
火
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
 

暖
房
器
具
は
、
正
し
く
使
っ
 

て
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
お
互

い
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。
 

1部 9円 	 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

発 行 所 

五所川原市役所 

434号 

昭和53年11月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14,262 

（昭和53年10月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,380人 

女 	27,162人 

市 の 人 口 

（昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 

52,542人 

1 

③広卿引ょかわら 
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暖
房
器
具
は
正
し
い
使
用
を
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費
 

費
 
費
 

費
 

育
 

務
 
木
 

生
 

教
 

総
 
土
 

民
 

債
 

税
 

歳 出 

支出済額 

35億 9,840万円 

支出率 42.2% 

59.9% 
支出率） 

4.0% 

37.6% 

49.0% 

県 支 出 金 農林水産業 25.3% 

歳 入 

収入済額 

34億 2,477万円 

収入率 40.2% 

地方交付税 74.9% 

国庫支出金 

費
 

工
 

5）担金及び負担金 衛 生 

（昭和53年9 月30日現在） 

商
 

~― 37.0% 

議筆）国財産収入他 
43.2%口使用料及び手数料消防費 

歳入歳出予算現額 85億1,732万円 

公
 

入
 

収
 

諸
 

4.9% 

	I 0 I 	 

32.4% 

を静Jリ原繊器ッ 

一般会計歳入歳出予算執行状況 

53 年 度
上半期から 財政状況 

・
 

．
 
！
 

、
 

・
 

，
 

．
 

'
 

 

ー
ポ
ー
ツ
賞
に
・
 

柔
道
の
沢

田
さ
ん
ら

3
6
人
 

表
彰
式
は
、
君
が
代
斉
唱
の

あ
と
鈴
木
太
左
衛
門
市
教
育
委

員
長
か
ら
個
人
、
団
体
の
代
表

者
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念

の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
同
 

牟
書
 

"
  
'
 
'
r
r
 嚢
 

委
員
長
が
、
 
「
 
難

ス
ポ
ー
ッ
振
興
 
蕪

の
た
め
に
、
な
 
薫

お
い
っ
そ
う
の
 

」
『
 

精
進
を
期
待
し
 

舞

た
い
 

」
 
と
 
喜に

あ

い
さ
つ
、
来
 
醜
」
 

賓

e
高
橋
助
役
、
 
」「
 

福
士
市
議
会
議
 
「
「一

長
が
お
祝
い
の
 

毒舞

言
葉
を
述
べ
ま
 

二
」
 

し
た
。
 

受
賞
者
を
代
表
し
、
沢
田
長

吉
郎
さ
ん

（柔
道
会
）
が
、
 
「
 

受
賞
を
機
に
さ
ら
に
努
力
し
た

い
…
」
 
と
謝
辞
を述
べ
ま
し
た
。
 

個
人
、
団
体
の
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

ロ
功
労
賞
ロ
 

ロ
柔
道
 
沢
田
長
吉
郎
（
柔

道
会
）
 

ロ
五
回
受
賞
に
伴
な
う
特
別

褒
賞
ロ
 

ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
鳴
海
昇
、
 

宮
崎
忠
治

（
以
上
バ
レ
ー
ボ

ー
 

ル
協
会
）
 

ロ
ス
ポ
ー
ッ
賞
受
賞
者
ロ

個
人
 

ロ
柔
道
 
阿
部
寿
人
、

仙
庭
 

泰
美

（
以
上
五
二
中
）
、
竹
谷

昌
洋
、
高
橋
宏
爾
（
以
上
五
農
）
 

成
田
喜
博

（
七和
高
）
、
小
野

新
司

（
南
小
）
、
三
橋
聡
、
小
山

内
誠
、
尾
野
周
造

（以
上
柔
道

会
）
 

ロ
弓
道
 
新
岡
重
智

（弓
道

会
）
 

ロ
少
林
寺
挙
法
 
倉
持
理
香
 

（
第
一
高
）
 

ロ
水
泳
 
原
田
憲
寿

（
五
一

中
）
、
間
山
至
浩

（
板高
）
 

ロ
相
撲
 
棟
方
修
新

（
相
撲

協
会
）
 

ロ
卓
球
 
山
形
寿
行
、
野
呂

昭
仁
（
以
上
五

一
中
）
、
福
士

時
子
、
石
田
智
幸

（
以
上
五
一
一

中
）
、
三
上
雅
也

（
青商
）
 

ロ
野
球
 
久
保
公
克

（
弘
実
）
 

ロ
陸
上
 
原
知
紀

（
五
高
）
、
 

桜
庭
誠
、
川
浪

徹
、
安
田
信
昭
 

（
以
上
陸
上
競

技
協
会
）
、
和

田
久
男
（
市
身

障
者
福
祉
会
）
、
 

高
橋
将
成
、
佐

藤
琢
哉
（
以
上

中
央
小

）
、
長

尾
ひ
と
み
（
鶴

ケ
岡
小
）
、
秋

元
千
鶴
子
（
弘

実
）
 

ロ
バ
レ
ー
ボ

1
ル
 
長
尾
康

仁
、
土
岐
清
信
、
川
浪
文
裕
、
 

川
浪
隆

（
以上
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
）
 

団
体
 

ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
市
女
性

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
市
立

七
和
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
 

五
所
川
原
農
林
高
校
バ
レ

ー
ボ
 

ー
ル
部
 

ロ
卓
球
 
市
立
第
一
中
学
校
 

地
方
自
治
法
第
二
四
三

条
の
三
第
一
項
の
規
定
お

よ
び
五
所
川
原
市
「
財
政

状
況
」
の
公
表
に
関
す
る

条
例
第
二
条
に
よ
り
、
昭

和
五
十
三
年
九
月
三
十
日

現
在
に
お
け
る
財
政
状
況

を
公
表
し
ま
す
。
 

昭
和
五
十
三
年
十
月
三

十
日
 

五
所
川
原
市
長
 

寺
田
 
秋
夫
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五
十
三
年
「
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
」
の
表
彰
式
は
、
十
月
十
日

・

体
育
の
日
に
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
功
労
賞
を
含
む
個
人
三

十
六
人
と
十
四
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。
 



~ 

男
子
卓
球
部
、
市
立
第
二
中
学

校
女
子
卓
球
部
 

ロ
空
手
道
 
五
所
川
原
高

校

空
手
道
部
 

ロ
柔
道
 
五
所

川
原
柔
道
会
、
 

市
立
第
二
中
学
校
柔
道
部
 

五
十
三
年
の
「
市

ス
ポ
ー
ッ
賞
」
を
受

賞
し
た
、
市
立
中
央

小
学
校
男
子
四
百

u
 

リ
レ
ー
チ
ー
ム
が
、
 

十
一
月
三
、
四
の
両

日
、
東
京
・
国
立
競

技
場
で
開
か
れ
る
第
 

ロ
陸
上
競
技
 
市
立
七
和
高

校
陸
上
部
四
百

1
1リ
レ

ー
チ

ー
 

ム
、
市
立
七
和
高
校
陸
上
部
千

六
百

H
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
市
立

中
央
小
学
校
四
百

H
リ
レ
ー
チ
 

ー
ム
 

九
回
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
本
県

を
代
表
し
て
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

大
会
に
参
加
す
る
の
は
、

福

多
一
彦
監
督
以
下
同
校
六
年
生

の
原
靖
和
、
佐
藤
琢
哉
、
高
橋
 

ロ
野
球
 
市
立
第
三

中
学
校

野
球
部
、
五
所
川
原
農
林
高
校

野
球
部
、
市
立
南
小
学
校
野
球

部
 

将
成
、
秋
田
定
男
、
 一
戸
厚
志

の
五
選
手
で
す
。
 

同
チ
ー
ム
は
、
九
月
二
十
三

日
、
市
内
飯
詰
‘
勤

労
青
少
年

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
県

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
小
学
校

の
部
で
新
記
録
を
出
し
優
勝
し
、
 

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
 

ニ
等
陸
・
海
・
空
士

募
集
 

ロ
募
集
期
間
 
十
月
一
日
か

ら
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
 

ロ
採
用
試
験
 

〇
と
き
・
と
こ
ろ
 

O
十
一

月
七
日

（
火
）

o
十
二
月
五
日
 

（
火
）
 
と
も
に
午
前
十
時
か

ら
五
所
川
原
募
集
事
務
所
 

がんばれ、中央小 
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I原市の 、！五所月 

長者森平和公園造成事業 

予算額 収入率 支出率 

2, 551万円 27.4% 67.1% 

市立高等看護学院 

予算額 収入率 支出率 
3,211万円 2.9% 42.5% 

特別会計の執行状況 	’ 
（昭和53年 9月30日現在） 

国民健康保険事業勘定 

予算額 

18億6,015万円 

収入率 

39.0% 

‘ 	 支出率 

33.8% 

1.1% 

土 木 債 

16億 5,612カIり 

51.8% 

（昭和53年 9月30日現在） 

労 働 債 

3,400万円 

一般会計現債高 

31億9,852万円 

100% 

債 

5,342万円 

26.7% 

「
踊
 

災害復旧債 

5,599万円 1.8% 

馴r 
総 務 債 

2億 8,333万円 

8.8% 

衛 生 債 

5,533万円 1.7% 

0.6% 
消 防 債 

1,949万円 

五所,リ原裁53 ッ賞表彰式 

鐸
曙

全
国

大
会
に
出

場
 



す
。
 

五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
婦

人
会

（
佐
々
木
初
海

会
長

）
は

こ
の
ほ
ど
、

働
く
若
人
に

役
立

て
て
下
さ
い

と
、
碁
盤
、

将
棋

盤
各
五
面
を

市
に
寄
贈
し
ま
し

た
。
ー
写
真
ー
 

市
で

は
、
勤
労
青

少
年
ホ

ー
 

ム
に
備
え

る
こ
と
に
し

て
い
ま
 

碁
盤
等
十
面
を
市
に
寄
贈
 

更
生
保
護
婦
人
会
 

駅待合室にカラーテレビ 

東
京
海
上
火

災
保
険

会
社
（
 

本
社
・
東

京
）
で
は
、
行
政
運

営
の
一
助
に

と
、
乗
用
車
一
台
 

（
ホ
ン
ダ
ア
コ
ー
ド
、
 
一
六
〇

〇

」
）
廿
写
真

ー
を
市
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
 

十
月
十
九
日
、

廿
千
哲
夫

仙

台
支
店
長
ら
一

行
が
市
を

訪
れ

対
馬
総

務
課
長

に
、
 
一
創
業
百

周
年
も

間
近
か

な
の
で
、

日
頃

の
ご
愛
顧
に
報

い
、
い
さ
さ
か

な
り
と
も
還
元
し

た
い

…
・
」
 

と
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。
 

市
で

は
、
寄
贈
の
意
向
を

く
 

ん
で
、

ス
ピ
ー
カ
ー
を
取
り
付

け
、
災
害
防

止
対
策
や
緊
急
連

絡
用
の
広
報
車
と
し

て
役
立
て

る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
 

市
に
乗
用
車
を
寄
贈
 

東
京
海
上

火
災
保
険
会
社
で
 

ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
贈
る
 

五
所
川
原
ラ

イ
オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

（
小
関
昭
男

会
長

）
は
十
月
二
十
三

日
、
乗
降
客
の
皆
さ
ん

に
役
立

て
て
下
さ
い

と
、
 

国
鉄
五
所
川
原
駅
に

カ

ラ
ー
テ
レ
ビ

ー
台

（
ナ
 

シ
ョ
ナ
ル

二
〇
型

）
廿
写
真

ー
 

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

同
駅
で

は
、
早
速
待

合
室
に

備
え
付
け

ま
し
た
。
五
能
線
各

駅
の
待
合
室
に

テ
レ
ビ

が
置
か

れ
る
の
は
初
め
て
で

す
。
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昭和53年度市営住宅入居者募集 

広田団地 

市では、 下記要項により市営住宅の入居者を募集します。 

ロ建 設 場 所 五所川原市みどり町 1丁目地内 

口募 集 期 間 11月 6 日嶋】から11月16日困まで。 ただし土曜日 

の午後、日曜日は受付しません。 

ロ入居者の選考 市営住宅管理条例第 9 条の規定により実態調査 

を行ない、市営住宅入居者選考委員会に図って 

決定します。 

ロ入居予定月日 12月25日 

口住 宅 家 貨 老人同居市営住宅 

第 1種 簡耐平屋建 21,000円（予定） 

一般市営住宅 

第 2 種 中層 4 階建 18,000円（予定） 

政令で定める収入基準 

種 別 
扶養親族

収入基準、 
0人 1人 2人 

47, 000 	円 1,064,000円 1,341,999円 1, 705,9的円 
第 1 種 I 1 1 I 

81,000 " 1,603,999" 1, 945 , 999 ク 2,289.999" 

第 2 種 47,000" 以下 1, 064, 000円 1,341,999" 1,705,999" 

種 別 3 人 4 人 5 人 	1 

，
ー
，
 

9
 
9
  

2
 
2
 
0
 

6
 
4
 

3
 
9
 
1
 
9
 

9
 
9
 
9
 

円
 
ク
 
 

，
 

・
  

2,391,的9円 2,735,999円 
第 1 種 1 1 

2,975,999" 3,277, 500" 

第 2 種 2,049,999" 2,391,999" 2,735,9997 

ロこれまで空屋住宅入居申込書を提出された方でも 新規募集です 

ので新たに申し込んで下さい。 

ロ申込み先 市社会課・住宅係（廿⑤21 11番、内線263・273番） 

住宅の種類及び入居資格 

種 別 構 造 規 	模 戸数 入 居 者 資 格 

第 1 種 

老人同居 

簡 耐 

平屋建 

6 畳押入、 6 畳押入 

6 畳居間、台所 

6 畳押入、床 1間（ 

老人室） 

物置、浴室（浴槽付） 

2 戸 

①市内に住居又は動務場所 

を有し、65歳以上の老人 

と同居していて家族 4 人 

以上の世帯であること
電現に住宅に困っている方
③市税等を滞納していない方
④政令で定める収入基準で 

ある方 

第 2 種 

一般住宅 

中 層 

4 階建 

6畳押入、 6 畳 

4. 5畳押入、台所

浴室、物置 

物入 

48戸 

①市内に居住又は動務場所 
を有し、同居親族（婚約 
者を含 tr) のある方

②住宅に困っている方
③市税等を滞納していないカ
④政令で定める収入である方 



⑤ （第 3 種郵便物認可） 
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ロ
と
き
 
十
一
月
九
日
（
 

助
に
よ
っ
て
大
企
業
と
同
じ

木
）
午
後
一
時
か
ら
 
よ

う
な
退
職
金
を
受
け
る
こ

ロ
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
商
 

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
制
 

工
会
議
所
 

度
で
す
。
 

講
師
 
中

小

退
織
金
共
済

制
度
の
 

従
業
 

中
小
企
 
企
業
 
ー
 

説
明
会
 

員
一
人
 

業
退
職
金
共
済
事
業
団
 

か
ら
加
入
で
き
る
う
え
、
退

こ
の
制
度
は
、
単
独
で
退
 

職
金
に
は
、
国
か
ら
一
定
の

職
金
制
度
を
も
つ
こ
と
が
困
 
補

助
金
が

つ
き
ま
す
。
 

難
な
中
小
企
業
に
、
国
の
援
 

婦
人
病
の

検
ム
呼
 

（
子
宮
ガ
ン
等
）
ー
 

11月23日から中波ラジオ 

放送周波数が変わります 

来る11月23日午前 5時から全国のラジオ放送局の周

波数が、NHK、民放ともごくわずかの局を除いて変

わります。 

これは、アジア・オセアニア地域、ョーロッパ・ア

フリカ地域の放送局同士の混信をできるだけ少なくす

るとともに、各国の放送局新設の要望に応えるために 

3年前に開かれた国際会議での決定に基づいてとられ

る措置です。 

日本をはじめとするアジア・オセアニア地域では、 

これまで10キロヘルツおきに周波数が割り当てられて

おり、これが今回9キロヘルツおきに変わったことか

ら、現在運用中の放送局の大多数が変更を余儀なくさ

れます。 

NHKラジオ周波数改正表 

地 区 
N H K 第一放送 N H K 第二放送 

現周波数 改正周波数 現周波数 改正周波数 

青森 960 963 1.520 1.521 

弘 前 820 846 1.370 1.467 

11月23日午前 5時実施（単位 キロヘルツ） 

青森放送ラジオ周波数改正表 

地 区 現周波数 改正周波数 

青 森 1,230 1,233 

弘 前 1,060 1,062 

県中小企業年末年始資金

特別保証制度のご案内 
青森県信用保証協会 

吋象 県内に主な事業所を有する中小企業者

胡間 昭和53年10月1日から 

昭和54年 1月31日まで 

3 ，保証条件 

(1）資金の 使途 運 転 資 金 

(2片呆証金額蔽業に篇 1.000万円以上 

組 	合 3,000万円 

ただし組合が組合員に転貸する 

場合は一組合員 1,000万円以内 

とし、その組合に対する保証限 

度額 7,000万円以内とする。 

(3）保 証 期 間 6カ月以内 

(4）保 証 形 式 手形貸付・証書貸付及び手形割 

引の保証 

(5）返 済 方 法 一括払または割賦償還 

(6刷息及び保証料 利息 取扱金融機関の所定利率 

保証料 年率1:00% 

(7イ呆証人及び担保 保証人は 1人以上とし、必要に 

応じて担保を徴する。 

4 ．受付場所 取扱金融機関及び保証協会本・支所 

「年末資金のお申込みは早目に 
~ 	 国民金融公庫弘前支店 

当支店へのお申し込みは、例年、年末近くに殺到し

ます。年末資金を必要とする方は、資金等の都合もあ

りますので、早目に（遅くとも11月20日頃まで）お申

し込み下さい。 

当公庫の基準利率は、過去最低の年 7・1％となっ

ております。 

ロ普通貸付のご案内ロ 

0貸付限度 1,200万円まで。（特定設備は、 1,800 

万円まで。） 

○利 率 年7・1% 

0期 間 運転資金 5年、設備資金 7年以内

〇保証人 1人以上（担保提供の場合不要） 

〇担 保 提供していただく場合があります。 

乳幼児の健康診断 
ロ受付時間 午後1時から 2時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か、ほかの機関で健康診断を受けて 

いる乳幼児はご遠慮下さい。 

1I 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 	カ 月 児 
昭和53年 
7月生まれの 
乳 	児 

11月 8日 
中 央 
公民館 

6 	カ 月 児 
昭和53年 
4 月生まれの 
乳 	児 

11月21日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭和52年 
5 月生まれの 
幼 	児 

11月28日 ク 

市
の
執
務
、
冬
時
間
に
 

平
日
は
午
後
四
時

十
五
分
ま
で
 

市
の
執
務
時
間
が
、
十
一
月
 
（
昼

の
休
憩
時
間
は
、
正
午

一
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
 

か
ら
午
後
零
時
四
五
分
ま
で
。）
 

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

ロ
土
曜
日
 
午
前
八
時
三
十

ロ
平
日
 
午
前
八
時
三
十
分
 

分
か
ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
で

か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で
 

ロ
受
付
 
十
一
月
十
日
（
金
）
 

ま
で
で
す
。
 

ロ
対
象
 
三
十
五
歳
以
上
の

方
 ロ

申
込
み
先
 
市
保
険
衛
生

課
（
廿
⑤
一
二
一
一
番
・
内
線

二
七
〇
番
）
、ま
た
は
各
支
所

へ

受
診
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
世
帯
主
名
、
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

電
話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
 

ロ
検
診
料
 
二
千
円
の
う
ち

自
己
負
担
が
千
円
で
す
。
 

締

切
り
は
十

日
で

す
 

1‘保証対象 

2 ．実施期間 

, 

, 
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昭和54年度 新入学児童健康診断のお知らせ 

学 校 名 日 	時 

松 島 小 学 校 11月 6日 	13時00分 
藻 川 小 学 校 11月14日 	13時00分 
梅 泉 小 学 校 11月14日 	13時00分 
中 央 小 学 校 11月14日 	12時00分 
鶴 ケ 岡 小 学 校 11月15日 	13時00分 
東 	小 	学 	校 11月15日 	13時00分 
七 ッ 館 小 学 校 11月16日 	13時00分 
栄 	小 	学 	校 11月16日 	13時00分 
田 川 小 学 校 11月16日 	13時00分 
野 里 小 学 校 11月17日 	13時00分 
― 野 坪 小 学 校 11月17日 	12時15分 
松 野 木 小 学 校 11月21日 	13時00分 
飯 詰 小 学 校 11月21日 	13時00分 
毘 沙 門 小 学 校 11月21日 	13時00分 
沖 飯 詰 小 学 校 11月22日 	13時30分 
羽野木 沢小 学校 11月22日 	13時00分 

五所川 原小 学校 11月28日｛』器g 
南 	小 	学 	校 11月29日 	13時30分 

「料
理
教
室
」
の受
講
者
を
募
る
 

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
 

“料
理
教
室
）
の
受
講
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
 

ロ
対
象
 
十
五
歳
か
ら
三
十

歳
ま
で
の
男
女
勤
労
青
少
年

ロ
定
員
 
二
十

人
 

ロ
締
切
り
 
十
一
月
十
四
日
 

（
火
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
（
丑
④
三
六
〇
二
番
）
 

ロ
材
料
費
 
千
五
百
円

ロ
開
講
日
 
十
一
月
十
五
日
、
 

二
十
二
日
、
二
十
九
日
、
十
一
一

月
六
日
、
十
三
日
 

（
い
ず
れ
も
午
後
六
時
三
〇

分
か
ら
九
時
ま
で
。）
 

“バ
ト
I
I、
ン
ト
ン
）
大
会

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を

ロ
と
き
 
十
一月
二
十
九
日
 

（水
）
、
三
十
日
（
木
）
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館

ロ
参
加
資
格
 
＋
五
歳
か
ら

二
十
五
歳
ま
で
の
男
女
勤
労
青

少
年
。
 
（た
だ
し
、
国
体
参
加
、
 

大
き
な
試
合
に
参
加
さ
れ
た
方

は
ご
遠
慮
下
さ

い
。
）
 

ロ
締
切
り
 
＋
一
月
十
八
日
 

（土
）
 

ロ
参
加
費
 
五
百
円
 

ロ
申
込
み
先
 
市
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
（
。
④
三
六
〇

二
番
）
 

内
菊
栄
会
 

“
税
を

知
る

週

間

）
 

納
税
書
道
展
も
開
く

十
一
月
十

一
日
（
土
）
か
ら

十
七
日
（
金
）
ま
で
は
、
 
「税

を
知
る
週
間
」
 
です
。
 

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
週
 
 

間
中
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。
 

ロ
納
税
書
道
作
品
展
と
税
理

士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談
所

〇
と
き
 
十

一
日
ー
十
四
日

ま
で
。
 
（
毎
日午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
。
）
 

〇
と
こ
ろ
 
柏

原
町

・
マ
ル

キ
飛
島
デ
パ
ー
ト
 

ロ
婦
人
層
と
の
座
談
会

〇
と
き

・
と
こ
ろ
 
十
三
日
 

（月
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

五
所
川
原
税
務
署
 

ロ
納
税
表
彰
式
 

〇
と
き

・
と
こ
ろ
 
十
四
日
 

（火
）
午
後
二
時
か
ら
産
経
会

館
 ロ

青
年
層
と
の
座
談
会

〇
と
き

‘
と
こ
ろ
 
十
五
日
 

（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

五
所
川
原
税
務
署
 

ロ
国
税
モ
ニ
タ
ー
と
の
座
談

会
 〇

と
き
・

と
こ
ろ
 
十
七
日
 

（
金
）
午
前
十

一
時
か
ら
五
所

川
原
税
務
署
 

“朝
市

）
 

1
1
月
末
ま
で

開
設
 

十
月
三
十
日
ま
で
開
設
の
予

定
だ
っ
た
“
朝
市
）
が
、
好
評

に
お
応
え
し
、
十

一
月
三
十
日

ま
で
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

こ
れ
ま
で
ど
お
り
ご
利
用
下

さ
い
。
 

“朝
市
ク
は
、
毎
朝
四
時
か

ら
七
時
ま
で
市
庁
舎
前
の
お
祭

り
広
場
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

十
一
月
は
、
国
民
年
金
制
度

の
普
及
推
進
月
間
で
す
。
 

明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
納
付

（ま
た
は
免

除
）
し
て
い
な
け
れ
ば
、
将
来

年
金
は
い
っ

さ
い
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
 

国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
対
象
と
し
た
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
な
い
方
々
の
年
金

制
度
で
、
歳
を
と
っ
た
と
き
や

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
に
年
金

を
支
給
し
、
生
活
の
安
定
を
図

る
の
が
ね
ら
い
で
す
。
 

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

方
 明

治
四
十
四

年
四
月
二
日
以

後
生
ま
れ
た
一
一
 

十
歳
以
上
の
方
で
、
農
業
者
や

自
営
業
者
で
す
が
、
こ
の
ほ
か

に
国
民
年
金
以
外
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
る
方
の
配
偶
者

は
、
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と

毎
月
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
保
険
料

は
定
額
で
月
二
千
七
百
三
十
円
 

（
昭和
五
四
年
四
月
か
ら
は
、
 

三
、
三
〇
〇
円
）
で
す
。
 

ま
た
、
将
来
も
っ
と
多
く
の

年
金
を
受
け
た
い
方
は
、
さ
ら

に
月
四
百
円
を
上
積
み
し
て
納

め
る
付
加
保
険
料
制
度
も
あ
り

ま
す
。
 

支
給
さ
れ
る
年
金
は
 

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金

障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母

子
年
金
、
遺
族
年
金
、
寡
婦
年

金
の
七
種
類
で
す
が
、
こ
の
ほ

か
に
死
亡

一
時
金
が
あ
り
ま
す
。
 

年
金
額
は
 

老
齢
年
金
を
例
に
と
り
ま
す

と
、
四
十
年
間
保
険
料
を
納
め

て
月
六
万
六
百
八
十

三
円
、
一
一

十
五
年
間
納
め
て

月
三
万
七
千

九
百
二
十
五
円
で
す
が
、
付
加

保
険
料
も
二
十
五
年
間
納
め
た

場
合
は
、
五
千
円
加
算
さ
れ
て

月
四
万
二
千
九
百
二
十
五
円
に

な
り
ま
す
。
 

年
金
額
は
物
価
を
反
映
 

年
金
額
は
、
物
価
の
変
動
に
 

応
じ
て
自
動

的
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
ほ
か
、
生
活
水
準
に
変
動

が
あ
っ
た
場
合
も
、
見
直
し
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
安
心
で
す
。
 

無
年
金
者
の
救
済
 

昭
和
三
十
六
年
四
月
、
二
十

歳
以
上
、
六
十
歳
未
満

（
明
治

四
四
年
四
月
二
日

以
後
生
ま

れ
た
方
）
の
方
々
を
対
象
に
し

た
拠
出
制
の
国
民
年
金
制
度
が

発
足
し
、
す
で
に
十
七
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
年
金
に
当
然
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
で
、
 

い
ろ
い
ろ
な
都
合
で
加
入
し
な

か
っ
た
方
、
ま
た
加
入
し
て
い
 
 

る
が
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

る
た
め
老
齢
年
金
を
受
け
る
権

利
が
な
い
方
な
ど
、

い
わ
ゆ
る

将
来
、
無
年
金
者
と
な
る
方
が

で
き
ま
す
。
 

無
年
金
者
に
対
す
る
救
済
そ

置
は
、
過
去
二
回
ほ
ど
実
施
し

ま
し
た
が
、
無
年
金
者
の
年
金

受
給
権
確
保
の
要
望
が

各
方
面

か
ら
あ
っ
た
た
め
、
今
回
が
最

後
と
い
わ
れ
る
特
例
的

な
救
済

そ
置
が
、
七
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

特
例
納
付
制
度
の
活
用
を

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん

の
年
金

を
も
う

一
度
確
認
し
、
年
金
の

な
い
方
は
、
特
例
納
付
制
度
を

活
用
し
、
将
来
、
無
年
金
者
と
 

な
ら
な
い
よ
・フ

に
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
特
例
納
付
 

期
間
 

昭
和
五
十
三
年
七
月
一
日
か
 

ら
昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日
 

ま
で
 

ロ
特
例
納
付
保
険
料
 

ー
カ
月
当
た
り
四
千
円
 

納
付
方
法
に

つ
い
て
は
、
市
 

社
会
課
・
国
民
年
金
係

へ
ご
相
 

談
下
さ
い
。
 

年
金

相
談
室
 

ロ
と
き
 
十
一
月
二
十
七
日
 

（月
）
午
前
十
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

主
催
 
五
所
川
原
市
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
 

老
後
に
備
え
て
国
民
年
金
に
加
入
を
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下

さ
い
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